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東日本大震災の対応
３月１１日１４時４６分頃に発生した東北地方太平洋沖地震について、
　　　　　　　　　　山北町では次のような対応を行っています（３月２３日現在）。

計
画
停
電
へ
の
対
応
状
況

東
京
電
力
が
実
施
し
て
い
る
計
画
停
電
の

予
定
時
刻
や
中
止
情
報
、
停
電
中
の
注
意
点
、

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
の
運
休
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、

防
災
行
政
無
線
や
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

計
画
停
電
中
で
も
役
場
で
は
通
常
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
場
合
で
も
、

役
場
庁
舎
の
自
家
発
電
装
置
を
利
用
し

て
、
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
通
常
ど
お

り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
清

水
・
三
保
支
所
で
は
計
画
停
電
中
、
業
務

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ま
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
殿
場
線
の
代
わ
り
に
臨
時
路
線
バ
ス

を
運
行
し
て
い
ま
す

御
殿
場
線
の
国
府
津
駅
か
ら
御
殿
場
駅
間
が

14
日
よ
り
全
面
運
休
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

町
は
富
士
急
湘
南
バ
ス
㈱
と
協
力
し
、
バ
ス
に

よ
る
上
り
区
間
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
運
行
区
間
】
谷
峨
駅 ⇒

 

山
北
駅 ⇒

　
　
　
　
　

 

向
原
バ
ス
停 ⇒

 

新
松
田
駅

※
途
中
の
バ
ス
停
に
は
停
車
し
ま
せ
ん
。

【
運
行
時
間
】

谷
峨
駅
発
〔
６
時
30
分
〕〔
７
時
00
分
〕

新
松
田
駅
着
〔
６
時
56
分
〕〔
７
時
26
分
〕

多くの方が利用されました

義
援
金
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す

す
で
に
数
多
く
の
会
社
、
団
体
や
町
民
の
方
が

被
災
地
へ
の
義
援
金
を
役
場
に
届
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
救
援

の
た
め
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

頂
い
た
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ

ま
の
真
心
が
生
か
さ
れ
ま
す
よ
う
被
災
地

へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
募
金
箱
設
置
場
所
】　

役
場
１
階
総
合
窓
口
、
清
水
・
三
保
支
所

窓
口
、中
央
公
民
館
、健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
募
金
実
施
期
間
】　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
問
合
せ
】　
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
　
　
　
　
電
話　
75
ー
３
６
４
３

救
援
物
資
の
搬
出
・
募
集
状
況

【
町
か
ら
被
災
地
に
向
け
て
救
援
物
資
を
搬
出
】

町
で
は
、
被
災
者
救
援
の
た
め
に
町
で

備
蓄
し
て
い
た
次
の
物
資
を
自
衛
隊
を
通

じ
て
被
災
地
へ
搬
出
し
ま
し
た
。

・
毛
布 

２
０
０
枚

・
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ 
６
０
０
食

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 
５
０
０
個

【
救
援
物
資
の
受
け
付
け
に
つ
い
て
】

救
援
物
資
は
神
奈
川
県
が
集
約
し
、
被

災
地
へ
搬
送
す
る
の
で
す
が
、
被
災
地
県

よ
り「
支
援
物
資
用
倉
庫
が
満
杯
の
た
め
、

当
面
の
間
、
物
資
の
受
け
入
れ
を
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
要
請
が
あ
り
、

現
在
、
山
北
町
も
み
な
さ
ま
か
ら
の
救
援

物
資
の
受
け
付
け
を
見
送
ら
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

救援物資を送りました

被
災
さ
れ
た
方
へ
空
き
家
等
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
仮
住

ま
い
と
し
て
、
一
定
期
間
、
空
き
家
等
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
収
集
し
た
物
件
情
報
の
取
り
扱
い
は
、

町
と
宅
建
事
業
者
で
責
任
を
も
っ
て
対

応
い
た
し
ま
す
。

水
道
は
節
水
に
努
め
排
水
は
控
え
て

停
電
に
な
っ
て
も
、
町
営
水
道
は
給
水

を
続
け
ま
す
が
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
停
電
中
の
家
庭
排
水
は
必

要
最
小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第４次総合計画後期基本計画の３年目として
「元気な山北のまちづくり」を積極的に推進していきます

平成２３年度　当 初 予 算
～総額８１億８千万円～

平成２３年度の当初予算が３月１５日町議会で可決されました。
予算総額は８１億８，８８２万円で前年度と比べて０．３％の増となりました。
このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は４９億５，９６５万円、１０の特別会計は、合計で

２９億２，５４７万円、水道事業会計は３億０，３７０万円となりました。
平成２３年度の予算編成は、健全財政の維持を基本とし、第4次総合計画後期基本計画で定めた施策を推進す

るとともに、当面の課題の対応を着実に進めるため、義務的経費を含むすべての既存事業について、全て見直
しを行い、限られた財源を効率的・効果的に活用し、「元気な山北のまちづくり」を推進するための編成としま
した。

平成２３年度の予算規模と前年度の比較
（単位：万円）

会　計　名 平成２３年度 平成２２年度 増減額 増減率

一 般 会 計 49億5,965 49億7,134 1,169減 0.2％減

特 別 会 計 29億2,547 29億2,484 63増 0.0％増

水道事業会計 3億0,370 2億6,888 3,482増 13.0％増

総　　　　額 81億8,882 81億6,506 2,376増 0.3％増

一
般
会
計

予
算
総
額
は
0
・
2
％
減

一
般
会
計
の
予
算
は
、
49
億
５
，

９
６
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
，

１
６
９
万
円
、
0
・
2
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

歳　
入

一
般
会
計
の
歳
入
に
は
、
町
税
や
使
用

料
、
積
立
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
、
直
接

町
に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
と
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
町
債

な
ど
、
国
・
県
に
頼
る
「
依
存
財
源
」
が

あ
り
ま
す
。

自
主
財
源

自
主
財
源
は
25
億
７
，
１
７
７
万
円
で

歳
入
の
51
・
９
％
を
占
め
、
前
年
度
と
比

べ
て
７
，
３
６
２
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
自
主
財
源
の
大
半
が
町
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
で
、
19
億
７
，

３
７
１
万
円
、
歳
入
の
39
・
８
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
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依
存
財
源

依
存
財
源
は
23
億
８
，
７
８
８
万
円
で
、

歳
入
の
48
・
１
％
を
占
め
、
前
年
度
よ
り

６
，
１
９
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
地
方
交
付
税
と
国
・
県
支

出
金
で
、
併
せ
て
17
億
１
，
８
１
４
万
円
、

歳
入
の
34
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
子
ど
も
手
当
負
担
金
や
道
整

備
交
付
金
、
給
食
室
大
規
模
改
修
事
業
補
助
金
な

ど
で
、
前
年
度
よ
り
５
，
１
６
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
県
支
出
金
は
雇
用
対
策
事
業
費
交
付

金
や
市
町
村
振
興
補
助
金
な
ど
で
前
年
度
よ
り

６
，
３
８
２
万
円
の
減
、
地
方
交
付
税
は
地
域
活

性
化
・
雇
用
対
策
費
の
創
設
に
よ
り
前
年
度
よ

り
５
，
０
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
は
4
億
1
，
6
5
0
万
円
と
し
、
借

入
総
額
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
借
入
額
は

返
済
額
を
超
え
な
い
額
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、

第
２
子
以
降
段
階
的
に
無
料
と
す
る
初
年
度

と
し
て
、４
分
の
１
程
度
減
額
い
た
し
ま
す
。

歳　
出

歳
出
は
、
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

で
計
画
さ
れ
た
施
策
・
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
教
育
環
境
の
充
実
、

人
口
を
増
や
す
た
め
の
施
策
の
推
進
な
ど
を
積

極
的
に
展
開
し
て
、
町
民
生
活
に
密
着
し
、
町
民

福
祉
を
推
進
す
る
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

○
新
規
・
拡
充
事
業
等

・
高
齢
者
・
障
害
者
・
介
護
保
険
の
各
計

画
を
見
直
す
福
祉
計
画
策
定
事
業

・
ド
ア
か
ら
ド
ア
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
運
行
の
実
現
に
向

け
た
調
査
・
研
究
を
行
う
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

・
高
齢
者
等
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
に
よ
り
見
守

る
た
め
の
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
と
し
て

の
障
害
者
地
域
作
業
所
改
築
事
業

・
前
年
度
に
整
備
し
た
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

を
活
用
し
て
、
森
林
の
持
つ
癒
し
効
果

を
健
康
維
持
に
活
用
す
る
森
林
ふ
れ
あ

い
健
康
セ
ラ
ピ
ー
運
営
事
業

・
子
宮
頸
が
ん
、
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
開
始

す
る
予
防
接
種
事
業

・
県
、
町
、
外
部
講
師
が
連
携
し
て
学
力
向

上
推
進
の
基
盤
づ
く
り
を
実
施
す
る
か

な
が
わ
学
び
づ
く
り
推
進
事
業
や
、
学

習
指
導
員
を
新
設
す
る
教
育
振
興
事
業

・
小
中
学
校
の
給
食
費
の
１
／
４
を
補
助

す
る
給
食
費
補
助
金

・
子
ど
も
手
当
の
満
額
支
給

・
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、
地
域
と
話
し

合
い
を
尊
重
し
た
統
廃
合
計
画
の
策
定

・
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の
川
村
小
学

校
給
食
室
大
規
模
改
修
事
業

・
22
年
度
に
整
備
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
オ
ー
プ
ン
し
、
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
運
営
事
業

・
山
下
テ
ラ
ス
住
宅
の
環
境
整
備
な
ど
を

実
施
す
る
町
営
住
宅
管
理
事
業

・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
11
分
団
）
購
入
な

ど
の
、
消
防
施
設
整
備
事
業

・
災
害
時
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
正
確
な
情
報
を
提
供
す

る
た
め
の
、
自
治
会
用
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
購
入

・
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
支
援
拡
大
の

た
め
、
補
助
率
と
補
助
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
自
主
防
災
対
策
助
成
金

・
有
害
鳥
獣
防
護
柵
等
設
置
補
助
制
度
や

農
産
物
生
産
助
成
金
制
度
を
創
設
す
る

や
ま
き
た
ま
ち
農
業
活
性
化
推
進
事
業

・
農
産
物
の
自
給
力
向
上
を
推
進
す
る
た

め
の
戸
別
所
得
補
償
事
業

・
全
国
名
水
百
選
洒
水
の
滝
（
三
の
滝
）
へ
の
散

策
道
な
ど
を
整
備
す
る
観
光
施
設
整
備
事
業

・
丹
沢
湖
・
中
川
温
泉
・
大
野
山
の
玄
関

口
と
な
る
谷
峨
駅
周
辺
の
整
備
計
画
策

定
な
ど
の
観
光
振
興
事
業

・
地
域
の
特
産
品
・
加
工
品
の
商
品
開
発

を
行
う
山
北
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
託

・
新
地
方
公
会
計
制
度
に
お
け
る
基
準
モ

デ
ル
に
対
応
し
た
財
務
書
類
を
作
成
す

る
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
財
政
管
理
事
業

・
町
有
地
占
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
財
産
管
理
事
業

・
現
行
の
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
計
画
期
間
を
１
年
短
縮
し
、
平
成
25
年

度
ま
で
の
５
か
年
計
画
に
見
直
す
と
と
も

に
、
平
成
26
年
度
以
降
の
新
総
合
計
画
の

策
定
に
着
手
す
る
総
合
計
画
策
定
事
業

・
県
内
14
町
村
が
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の

共
同
化
を
推
進
し
、
シ
ス
テ
ム
費
用
の

低
減
化
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る
町

村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
運
営
事
業

歳入　財源内容　　　　　　　　　　　　  （単位：万円）
項　　目 予算額 増減額 増減率

自主財源
町 税 19億7,371 2,510減 1.3％減
そ の 他 5億9,806 4,852減 7.5％減

計 25億7,177 7,362減 2.8％減

依存財源

地 方 交 付 税 8億5,000 5,000増 6.3％増
国・県支出金 8億6,814 1,222減 1.4％減
町 債 4億1,650 2,720増 7.0％増
そ の 他 2億5,324 305減 1.2％減

計 23億8,788 6,193増 2.7％増
合　　計 49億5,965 1,169減 0.2％減

歳出　性質別の使いみち　　　　　　（単位：万円）
項　　目 予算額 増減額 増減率

人 件 費 12億4,113 3,220減 2.5％減
物 件 費 8億9,686 2,101増 2.4％増
補 助 費 等 6億8,141 3,853減 5.4％減
普通建設事業費 7億2,864 8,662減 10.6％減
公 債 費 4億8,130 2,136増 4.6％増
積 立 金 650 12増 1.9％増
繰 出 金 4億0,523 3,495増 9.4％増
そ の 他 5億1,858 6,822増 15.1％増
合 計 49億5,965 1,169減 0.2％減
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　　　　　　　　目的別の予算額とおもな事業　　※（）内は前年度対比増減

区　　　分 予　算　額 お　も　な　事　業

議 会 費 8,888万円
(22万円減)

・議会運営事業
・議会だよりの発行

総 務 費 10億0,618万円
(3億7,055万円減)

・防犯関係事業（あんしんメール運営委託など）
・地域振興推進事業（町内循環バス運行、中川地区土地活用調査など）
・総合計画策定事業
・自治基本条例制定事業
・水源環境・保全再生交付金事業（町有林、私有林整備、作業道整備等）
・定住総合対策事業（住まいづくり応援事業、定住相談センター事業）
・町村情報システム共同運営事業

民 生 費 11億2,842万円
(1億0,579万円増)

・心の健康対策事業
・福祉計画策定事業（高齢者・障害者・介護保険計画）
・福祉タクシー運行事業（調査・研究）
・高齢者見守り支援事業　・障害者地域作業所改築事業
・小児医療助成事業（町独自事業　中学校修了まで医療費を助成）
・子育て支援事業
・子ども手当交付事業

衛 生 費 4億0,340万円
(893万円減)

・紙おむつ支給事業（出生から１歳になるまで）
・母子保健事業（妊産婦検診回数１４回を継続）
・山北診療所管理運営事業
・食育推進事業
・森林ふれあい健康セラピー運営事業
・予防接種事業（子宮頸がん、Hib、肺炎球菌ワクチン接種開始）
・健康診査　・相談等事業（女性特有のがん検診助成の継続など）
・地球温暖化防止対策推進事業（住宅用太陽光発電システム設置助成金）
・塵芥処理事業
・ごみ減量再資源化事業

農 林 水 産 業 費 2億1,796万円
(4,170万円減)

・やまきたまち農業活性化推進事業
・戸別所得補償事業
・中山間地域総合整備事業（浅間山農道）
・水源の森林づくり協力協約推進事業

商 工 費 1億7,005万円
(3,524万円増)

・消費生活相談事業
・商工業振興事業（中小企業信用保証料補助など）
・観光施設整備事業　・観光振興事業
・ふるさと雇用再生特別交付金事業
・緊急雇用創出事業

土 木 費 5億7,061万円
(1億1,068万円増)

・狭あい道路拡幅整備事業　・新東名対策事業
・道路新設改良事業（古宿深沢線・中里松原先線・松原先1号線）
・道整備交付金事業（嵐線・鍛冶屋敷高杉線）
・都市公園整備事業（河村城址歴史公園）
・町営住宅管理事業（山下テラス住宅環境整備）

消 防 費 2億3,487万円
(1,642万円減)

・消防施設整備事業（消防第１１分団消防ポンプ自動車購入事業）
・自主防災対策事業（自主防災対策助成金）

教 育 費 5億8,523万円
(1億2,876万円増)

・英語補助教員設置事業　・教育設備等整備事業　・給食事業（給食費補助金）
・川村小学校給食室大規模改修事業
・児童生徒援助事業（遠距離通学の小中学生への通学補助金支給など）
・学童保育推進事業　
・放課後子ども教室推進事業
・パークゴルフ場管理運営事業

災 害 復 旧 費 750万円
(600万円増)

・災害復旧に係る経費

公 債 費 4億8,130万円
(2,136万円増)

・元金  4億1,686万円
・利子　　 6,444万円 

諸 支 出 金 421万円
(148万円増)

・土地開発公社への利子補給

予 備 費 6,104万円
(1,682万円増)

計 49億5,965万円
(1,169万円減)
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特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業
の
医
療
費
は
、
前

年
度
対
比
で
一
般
被
保
険
者
分
は
1
・

6
％
の
増
、
退
職
被
保
険
者
分
も
65
・

７
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
等
事
業
は
、
前

年
度
対
比
41
・
０
％
の
大
幅
な
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
は
、
前

年
度
の
実
施
分
に
30
名
分
を
増
額
し
た
額

を
計
上
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
12
億
４
，
１
６
３
万
円

で
前
年
度
と
比
べ
て
2
・
2
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
医
療
費
の
伸
び

が
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
国
民
皆
保
険
を

維
持
し
、
将
来
に
わ
た
り
医
療
保
険
制
度

を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、
高
齢
者
世
代

と
現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
高
齢
者
の
医

療
費
を
安
定
的
に
支
え
て
い
く
保
険
制
度

と
し
て
平
成
20
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
、
町
と
神
奈
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
が
連
携
し
て
運
営

す
る
も
の
で
、
町
の
業
務
は
保
険
料
徴
収

と
申
請
や
窓
口
相
談
な
ど
で
、
予
算
総
額

は
１
億
５
，
２
６
１
万
円
で
す
。

○
災
害
給
付
見
舞
事
業

こ
の
会
計
は
、
火
災
や
風
水
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
町
民
の
方
々
に
見
舞
金
な

ど
を
お
渡
し
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
は

９
０
０
万
円
で
す
。

○
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
は
、「
水
環
境
の
安
全
と

快
適
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
」
を
目
標
に
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
予
算
総
額
は
４
億
６
，

７
６
９
万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
０
・

２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
、
村
雨
地
区
な
ど
の
公

共
下
水
道
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

○
町
設
置
型
浄
化
槽
事
業

こ
の
会
計
は
、
高
度
処
理
浄
化
槽
の
整

備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
源
地
域

の
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
特
別
会
計
で
、
神

奈
川
県
の
水
瓶
で
も
あ
る
丹
沢
湖
を
集
水

区
域
と
す
る
三
保
地
域
に
高
度
処
理
型
の

町
設
置
型
浄
化
槽
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

予
算
総
額
は
１
億
６
，
８
４
１
万
円
で
す
。

○
山
北
・
共
和
・
三
保
財
産
区

山
北
・
共
和
・
三
保
財
産
区
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
管
理
会
運
営
費
や
造
林
地
の
保
育

管
理
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，
１
８
７
万

円
、
３
，
９
８
５
万
円
、
１
，
０
５
６
万

円
で
す
。

○
介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
提
供
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
た
め
の
支
援
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
介
護
予
防
へ
の
支
援
の
充
実
を
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
総
額
は
８
億
０
，９
８
５
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
0
・
6
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
に
つ
い
て
は
保
険
給
付
費

と
地
域
支
援
事
業
費
で
全
体
の
92
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

○
商
品
券

こ
の
会
計
は
、
商
品
券
を
発
行
し
、
町

の
経
済
の
活
性
化
と
町
内
の
商
工
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
予
算
総
額
は
１
，
4
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
47
・
5
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
は
商
品
券
売
払
収
入
等
、
歳
出
は

商
品
券
換
金
代
等
で
す
。
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特別会計の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位：万円）

会　計　名 予　算　額 増　減　額
（増減率）

国 民 健 康 保 険 事 業 12億4,163 2,617増
（2.2％増）

老 人 保 健 医 療 － 皆減
（皆減）

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,261 1,506減
（9.0％減）

災 害 給 付 見 舞 事 業 900 100減
（10.0％減）

下 水 道 事 業 4億6,769 95減
（0.2％減）

町 設 置 型 浄 化 槽 事 業 1億6,841 4,445増
（35.9％増）

山 北 財 産 区 1,187 84減
（6.6％減）

共 和 財 産 区 3,985 4,155減
（51.0％減）

三 保 財 産 区 1,056 1,010減
（48.9％減）

介 護 保 険 事 業 8億0,985 479減
（0.6％減）

商 品 券 1,400 451増
（47.5％増）

計 29億2,547 63増
（0.0％増）

水 

道 

事 

業 

会 

計

水
道
事
業
で
は
、
町
民
の
方
々
に
安
全

で
お
い
し
い
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
皆
瀬
川
浄
水
場
急
速

ろ
過
改
修
工
事
を
は
じ
め
越
地
地
区
配
水

管
新
設
工
事
、
送
水
ポ
ン
プ
等
改
修
工
事

等
に
必
要
な
経
費
を
盛
り
込
み
、
水
道
施

設
の
整
備
拡
充
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
総
額
は
３
億
０
，３
７
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
13
・
0
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

23年度予算で町民１人に一般会計の中で使われる町のお金

41万２，６５１円
（４，９９７円増）

目的別歳出額を、３月１日現在の人口1万2，019人で算
出した金額
※（ ）内は前年度と比較した額

土木費

4万7,476円
（9,761円増）

消防費

1万9,542円
（1,064円減）

教育費

4万8,692円
（1万1,261円増）

公債費

4万0,045円
（2,330円増）

その他

6,053円
（2,080円増）

議会費

7,395円
（89円増）

商工費

1万4,148円
（3,093円増）

農林水産業費

1万8,134円
（3,158円減）

総務費

8万3,716円
（2万9,177円減）

民生費

9万3,887円
（1万0,030円増）

衛生費

3万3,563円
（248円減）
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1 人と自然が共に生きるまちづくり
生活空間の整備

・地域振興推進事業（町内循環バス運行、中川地区土地活用調査）
・広域交通拠点整備推進事業（スマートＩＣ実現化調査）
・定住対策事業
　（住まいづくり応援事業助成金（住宅利子補助金・空家活用助成金・新築祝

金））（山北駅周辺魅力づくり推進事業）（東山北駅周辺魅力づくり推進事業）
・やまきた定住相談センター事業
・新東名対策事業
・狭あい道路拡幅整備事業
・道路新設改良事業
　（町道古宿深沢線、町道中里松原先線、町道松原先１号線、

町道前耕地１号線、玄倉地区内道路等）
・道整備交付金事業（町道２路線（嵐線、鍛冶屋敷高杉線改良））
・都市公園整備事業（河村城址歴史公園）

平成２３年度の重点施策
総額１９億０，９４８万円

おもな事業　　山北町第４次総合計画で定める「７つの施策目標」

2 健康とゆとりの福祉のまちづくり
保健・福祉の推進

・心の健康対策事業（心の健康維持のための相談等）
・福祉計画策定事業（高齢者、障害者、介護保険計画）
・福祉タクシー運行事業（調査、研究）
・高齢者見守り支援事業
・障害者地域作業所改築事業
・小児医療費助成事業（中学校修了まで無料化）
・子育て支援事業
　（親子教室の開催、子育て支援センターの運営、出産祝金の支給）
・子ども手当交付事業
・母子保健事業（妊婦健康診査の助成回数（14回）の継続等）
・山北診療所管理運営事業
・紙おむつ支給事業（出生から１歳になるまで）
・食育推進事業（食育推進計画の進行管理）
・森林ふれあい健康セラピー運営事業
・予防接種事業（子宮頸がん、Hib（ヒブ）、肺炎球菌ワクチン接種開始）
・健康診査・相談等事業
　（女性特有のがん検診委託・助成の継続）

3 学習と文化の香り高いまちづくり
教育・文化の振興

・英語補助教員設置事業　
・教育振興事業
　（かながわ学びづくり推進事業、小学校児童介助員の増員、

幼稚園児介助員の増員、学習指導員の設置等）
・教育設備等整備事業（中学校地上デジタル放送対応）
 ・給食事業（給食費補助金等）
・児童生徒援助事業（通学補助金の支給等）
・川村小学校給食室大規模改修事業
・学童保育推進事業
・放課後子ども教室推進事業
・パークゴルフ場管理運営事業

4 安全で豊かな暮らしと住みよいまちづくり
生活基盤の整備

・防犯関係事業（あんしんメール運営委託等）
・地球温暖化防止対策推進事業
　（住宅用太陽光発電システム設置助成等）
・環境推進事業（ハイブリッド型街灯設置等）
・都市公園維持管理事業（公園台帳作成等）
・町営住宅管理事業（山下テラス住宅の環境整備等）
・消防施設整備事業（消防ポンプ自動車購入（第１１分団））
・自主防災対策事業
　（自治会用防災無線戸別受信機購入）
　（自主防災対策助成金の拡充）
・町設置型浄化槽設置事業（高度処理型浄化槽設置）（５０基）

5 地域の特性を生かした産業振興のまちづくり
産業の振興

・水源環境・保全再生交付金事業
　（町有林・私有林整備、作業道整備等）
・やまきたまち農業活性化推進事業
　（有害鳥獣防護柵等設置補助金、農産物生産助成金等）
・戸別所得補償事業
・中山間地域総合整備事業（浅間山農道等）
・水源の森林づくり協力協約推進事業
・消費生活相談事業（消費者相談窓口の運営）
・商工業振興事業（中小企業信用保証料補助等）
・観光施設整備事業（洒水の滝（三の滝）散策道整備等）
・観光振興事業（谷峨駅周辺整備計画策定等）
・ふるさと雇用再生特別交付金事業　
・緊急雇用創出事業（山北ブランド開発業務委託等）

6 個性豊かな魅力あるまちづくり
コミュニティの振興

・地域づくり委員会開催事業
・町政連絡事業（自治会の運営支援等）
・コミュニティ活動拠点施設整備事業
　（集会施設等新築・改築・補修補助事業）

7 町民参加の開かれたまちづくり
行財政の推進

・財政管理事業（基準モデル導入業務委託等）
・財産管理事業（町有地占用システムの導入等）
・総合計画策定事業
・自治基本条例制定事業
・電算管理運用事業（行政電算システムの運用等）　
・行政ホームページ推進事業
・町村情報システム共同運営事業
・戸籍住民基本台帳等管理事業（戸籍情報システム運用等）
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子
宮
頸け
いが

ん
ワ
ク
チ
ン
・
Ｈヒ

ブ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
小
児
用
肺は
い
え
ん
き
ゅ
う
き
ん

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

子
宮
頸
が
ん
と
は
？

子
宮
頸
が
ん
は
「
予
防
で
き
る
唯
一
の

が
ん
」で
、12
歳
～
15
歳
の
時
に
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
行
う
こ
と
で
、
感
染
を
約
７
割

減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス

は
15
種
類
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
中
で
も

多
く
見
つ
か
る
２
種
類
の
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

細
菌
性
髄
膜
炎
と
は
？

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
身
体
の
一
番
大
事

な
部
分
と
い
え
る
脳
や
脊
髄
を
包
む
髄
膜

に
細
菌
が
進
入
し
て
炎
症
を
引
き
起
こ
す

病
気
で
、
５
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
多
く
、

年
間
５
０
０
人
～
７
０
０
人
が
発
症
し
ま

す
。
そ
の
原
因
の
約
９
割
が
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ

ブ
）
や
肺
炎
球
菌
で
、
か
か
る
と
発
熱
、

頭
痛
、
嘔お
う
と吐
、
不
機
嫌
、
痙け

い
れ
ん攣
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
、
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、
時

に
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
仕
方

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・
H
i
b
（
ヒ

ブ
）
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
、「
任
意
接
種
」
で
す
の
で
、
個

人
や
保
護
者
の
希
望
と
責
任
で
接
種
と
な

り
ま
す
が
、
下
表
の
方
た
ち
は
町
の
助
成

に
よ
り
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
日

程
な
ど
の
詳
し
い
内
容
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
予
防
接
種
を
す
る
に
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

ワ
ク
チ
ン
と
同
様
に
副
反
応
と
し
て
、

接
種
部
位
の
腫
れ
、
か
ゆ
み
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
防
接
種
の
効
果
な
ど
と

併
せ
て
、
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
班

電
話　
75
ー
０
８
２
２

山
北
町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
・
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）

ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
４

月
１
日
か
ら
対
象
の
方
に
無
料

で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の

不
足
や
接
種
の
一
時
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

予防接種名 接種年齢 内容（期間・回数）

子宮頸がん

中学校１年生～
高校1年生

（年度内に16歳に
なる方）

初回接種後から１か
月後に２回目を接種
し、初回接種より６
か月後に３回目を接
種します。

Hib
（ヒブ）

生後２か月～
７か月未満

４～８週の間隔で３
回接種し、その約１
年後に１回接種しま
す。

生後７か月～
１２か月未満

４～８週の間隔で２
回接種し、その約１
年後に１回接種しま
す。

生後１２か月～
５歳未満 １回接種します。

予防接種名 接種年齢 内容（期間・回数）

小児用肺炎
球菌

生後２か月～
７か月未満

２７日以上の間隔で生
後１２か月未満までに
３回接種し、３回目接
種から６０日以上の間
隔で生後１２か月～
１５か月の間に１回接
種します。

生後７か月～
１２か月未満

２７日以上の間隔で２
回接種し、２回目接種
から６０日以上の間隔
で生後１２か月に達し
た後に１回接種します。

生後１２か月～
２４か月未満

６０日以上の間隔で２
回接種します。

生後２４か月～
５歳未満 １回接種します。

副
町
長
就
任

３
月
15
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
町
議

会
第
１
回
定
例
会
で
、
東
あ
ず
ま

利と
し
ゆ
き之

氏
（
63
歳
）

を
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

東
氏
は
、
昭
和
44
年
に
神
奈
川
県
に
入

庁
さ
れ
、
労
働
部
労
働
福
祉
課
長
、
労
働

部
参
事
兼
労
政
課
長
、
足
柄
上
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平

成
18
年
に
神
奈
川
県
を
退
職
。
そ
の
後
平

成
22
年
３
月
末
ま
で
神
奈
川
県
商
工
会
連

合
会
専
務
理
事
を
勤
め
ら
れ
、
平
成
23
年

４
月
よ
り
山
北
町
副
町
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
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山
北
町
自
治
基
本
条
例
は
、
町
の
自
治

に
関
す
る
基
本
理
念
や
原
則
を
は
じ
め
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
「
山
北
町
に
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う

な
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
と

行
政
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
、
町
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
な
ど
を
示
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の

で
す
。

条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
夏

ご
ろ
か
ら
、
町
で
条
例
の
素
案
検
討
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
23
年

度
は
町
民
の
み
な
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
条
例
に
盛
り
込
む
内
容
や
取
り
組

み
の
推
進
策
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
、
そ

の
結
果
を
条
例
づ
く
り
に
反
映
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
北
町
自
治
基
本
条
例
（
案
）
は
、
次

の
よ
う
に
10
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
平

い
よ
い
よ
自
治
基
本
条
例
検
討
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
！

成
23
年
度
は
、
こ
の
案
を
も
と
に
町
民
の

み
な
さ
ま
と

①
山
北
町
の
条
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か

②
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
か

③
条
文
を
読
ん
で
文
章
が
理
解
で
き
る
か

な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

電
話　
75
ー
3
6
5
2

前　文　・・・・・・・・・・・なぜ条例を制定するのか、まちづくりの目標
１　総則　・・・・・・・・・・目的、条例の位置づけ、用語の定義など
２　基本理念　・・・・・・・・まちづくりのあるべき姿を達成するための理念
３　町民の権利及び責務　・・・町民の権利やまちづくりにおける責務
４　まちづくりと地域活動　・・まちづくりと地域活動について構成する団体等
５　町の役割と責務　・・・・・まちづくりにおいて町が果たすべき役割と責務
６　議会の役割と責務　・・・・まちづくりにおいて議会が果たすべき役割と責務
７　住民投票　・・・・・・・・まちづくりに重大な影響を及ぼす事項について住
　　　　　　　　　　　　　　　民投票を実施
８　子ども　・・・・・・・・・子どもの年齢に応じたまちづくりへの参加
９　広域連携　・・・・・・・・他の自治体との連携を進める
10  条例の見直し　・・・・・・条例を見直す条件

山北町自治基本条例（案）の構成

山北町自治基本条例策定委員会の委員を募集します
町では、町民15名程度による策定委員会を設置し、自治基本条例（案）について議論していただきます。

１　策定委員会の役割…会議に参加し、意見を述べ
ていただきます

２　募集人数…若干名
３　募集期間…平成２３年４月11日～４月２８日
４　応募資格…町内に在住・在勤・在学のいずれか

に該当する方で、平成２３年４月１
日現在、満２０歳以上の方

５　応募用紙…企画財政課窓口で配布しています

６　活動期間…平成２３年度の１年間

７　応 募 先…山北町役場企画財政課

８　そ の 他…無報酬で参加していただきます

自
治
基
本
条
例
策
定
だ
よ
り

ま
ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
は
じ
め
ま
す
。
vol.2
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町
バ
レ
ー
祭
を
開
催
!!

　
　
　
　
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た

３
月
６
日（
日
）、山
北
中
学
校
体
育
館
で
町
バ
レ
ー

祭
が
開
催
さ
れ
、町
内
で
活
動
し
て
い
る
バ
レ
ー
チ
ー

ム
男
子
３
・
女
子
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
共
に
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
白
熱
し

た
優
勝
争
い
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男子の部
優　勝 山北町役場
準優勝 山北体協Ｖ
３　位 ３３チーム

女子の部
優　勝 山北あざみ
準優勝 山北クラブ
３　位 清水クラブ

　
第
51
回　
山
北
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

３
月
１
日
（
火
）、リ
バ
ー

サ
カ
ワ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

第
51
回
山
北
町
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
も
と
、
参
加
さ
れ

た
75
名
の
方
々
は
、
地
域
同

士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

氏　　名

一般の部
優　勝（町長杯） 瀬戸　重義
準優勝（議長杯） 山家　正二
３位（教育長杯） 青木　　茂

シニアの部
優　勝（町長杯） 磯崎　貞夫
準優勝（議長杯） 木村　　宏
３位（教育長杯） 瀬戸　伴泰

レディース
の部

優　勝（町長杯） 小宮　正子
準優勝（議長杯） 石川　和子
３位（教育長杯） 若林　梅子
４位 冨安　忠義
５位 露木　　威
６位 高橋　宏和

ベスグロ（一般）　　　 青木　　茂
ベスグロ（シニア）　　 磯崎　貞夫
ベスグロ（レディース） 小宮　正子

※ベスグロ…最高スコア。

明
る
く
元
気
に
一
生
懸
命
!!　

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

３
月
５
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
視
聴
覚
ホ
ー

ル
に
て
、
林
家
カ
レ
ー
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

林
家
さ
ん
は
、
初
代 

林
家
三
平
氏
に
入
門

し
、「
出
前
漫
才
」
や
「
環
境
漫
才
」
を
行
う

な
ど
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
回

は
「
女
（
あ
な
た
）
も
男
（
あ
な
た
）
も
輝

く
21
世
紀
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
る
く
元
気
に
輝
く
た
め
に「
感
動
す
る
・

興
味
を
持
つ
・
工
夫
す
る
・
健
康
で
い
る
・

こ
う
な
り
た
い
と
い
う
意
思
を
持
つ
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
ご
自
身
の
体
験
談
や
笑
い
を
お

り
ま
ぜ
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
13
日
（
日
）、
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
町
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
と
、

オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
山
北
高
校
か
ら
４
チ
ー

ム
が
出
場
し
て
の
全
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
岸
チ
ー
ム
は
、
第
３・
４・５・
６・７・
９
区

間
で
区
間
賞
を
と
り
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　
勝　
岸

準
優
勝　
向
原

第
３
位　
山
北
第
３

　
第
56
回
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

熱戦が繰り広げられました駅伝スタート!!

講演会は大盛況になりました
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん
　
愛
知
　
勝
治
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
　
深
雪
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
優ゆ

う
ま真

く
ん
　
4
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
華か
り
ん凜

ち
ゃ
ん

　
1
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
真ま
さ
や弥

く
ん
　
1
歳

愛知さん
ご家族

＜下本村＞

髙
橋 

清
さ
ん
は
、
現
在
町
の
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
会
長
を
し
て
お

り
、
足
柄
上
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
代

表
者
会
議
会
長
や
神
奈
川
県
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
常
任
理
事
な
ど
各
種
委
員

も
兼
務
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
民
生
委
員
と

し
て
現
在
も
活
動
し
て
お
り
、
平
成
10
年

か
ら
13
年
も
の
間
、
地
域
の
方
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
た
り
、
助
言
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
髙
橋 

清
さ
ん
に
民

生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。

民
生
委
員
と
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
か

「
民
生
委
員
と
は
、
法
律
的
に
は
地
域

住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
町
の
条
例
や
制
度

に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
、
町
で
出
来
な
い

細
か
い
部
分
の
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
の
中
に

入
っ
て
行
う
仕
事
で
す
。」

民
生
委
員
の
活
動
を
し
て
い
て
、
何
か
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
民
生
委
員
を
し
て
い
る
と
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
私
は

以
前
、
地
域
の
自
治
会
長
を
や
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の

方
と
顔
見
知
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
気
軽

に
日
常
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
相
談
を
受

け
た
り
、
心
配
事
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

民
生
委
員
の
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
地
域

の
人
同
士
助
け
合
い
な
が
ら
進
ん
で
い
き

た
い
で
す
。」

今
後
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い

で
す
か
。

「
私
自
身
は
今
ま
で
と
同
様
に
地
域
を

大
切
に
し
て
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
会
長
と
し
て
は
、
町
全
体
の
災

害
時
な
ど
に
自
分
で
行
動
す
る
の
が
難
し

い
方
た
ち
の
支
援
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
各
地
域
の
民
生
委
員
が
積
極
的

に
先
頭
に
た
っ
て
進
め
、
地
域
に
定
着
で

き
る
よ
う
に
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」

町
の
人　

髙
橋　
清
さ
ん

　
（
山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
会
協
議
会
会
長
）

は
じ
め
ま
し
て
。
私
た
ち
愛
知
家
は
、

夫
、
私
、
保
育
園
年
少
の
長
男 
優
真
（
ゆ

う
ま
）
と
１
歳
８
か
月
の
長
女 
華
凜
（
か

り
ん
）
と
次
男 

真
弥
（
ま
さ
や
）
の
５

人
家
族
で
す
。

優
真
は
、
わ
ん
ぱ
く
で
甘
え
ん
坊
。
最

近
は
、
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
に
ワ
ガ

マ
マ
を
言
う
反
抗
期
で
す
。
で
も
妹
と
弟

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
色
々
作
っ
て
あ
げ
た

り
、
１
個
し
か
な
い
お
や
つ
を
分
け
て
あ

げ
た
り
と
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
。
夫
が
夜

勤
で
居
な
い
時
は
「
今
日
は
ボ
ク
が
マ
マ

を
助
け
て
あ
げ
る
ね
」
と
た
く
ま
し
い
一

面
も
あ
り
ま
す
。「
マ
マ
大
好
き
、
パ
パ

嫌
い
」
が
口
癖
で
す
が
、
パ
パ
と
遊
ん
で

い
る
時
が
一
番
良
い
笑
顔
な
ん
で
す
。

華
凜
と
真
弥
は
、
二
卵
性
の
双
子
。
産

ま
れ
た
時
は
小
さ
く
、
不
安
と
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
気
持
ち
は
ど
こ
へ
や

ら
…
。
２
人
で
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
を
し

て
い
る
と
思
い
き
や
、
大
笑
い
で
遊
ん
で
い

た
り
、
イ
タ
ズ
ラ
し
た
り
と
仲
が
良
い
の
か

悪
い
の
か
。
性
格
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程

違
い
、
華
凜
は
人
の
世
話
を
焼
い
た
り
、
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
り
、
真
弥
に
お
も

ち
ゃ
を
取
ら
れ
て
す
ぐ
に
泣
い
て
助
け
を

待
っ
た
り
と
や
っ
ぱ
り
女
の
子
。
真
弥
は
最

近
甘
え
ん
坊
で
怒
る
と
す
ぐ
に
ひ
っ
く
り

返
っ
て
大
泣
き
。
で
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
対

抗
出
来
る
程
強
い
ん
で
す
。
何
よ
り
3
人
の

中
で
は
一
番
の
食
欲
で
、
一
人
で
黙
々
と
食

べ
て
く
れ
ま
す
。

3
人
の
子
育
て
は
本
当
に
大
変
で
す
。

特
に
華
凜
・
真
弥
が
双
子
な
の
で
夫
、
お

互
い
の
両
親
、友
人
に
協
力
を
し
て
も
ら
っ

て
、
な
ん
と
か
日
々
を
乗
り
切
っ
て
い

る
…
。
こ
れ
ぞ
子
育
て
奮
闘
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
変
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
３
人
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
深
雪
さ
ん
）
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定
住
ト
ピ
ッ
ク
ス　
そ
の
11

　

平
山
工
業
団
地
に
企
業
進
出
! !

企
業
立
地
情
報

昨
年
２
月
よ
り
分
譲
を
開
始
し
た
平
山

工
業
団
地
に
「
旭
合
成
化
学
㈱
」
と
「
㈱

ネ
オ
テ
ッ
ク
」
の
２
企
業
が
進
出
し
ま
し

た
。「

旭
合
成
化
学
㈱
」
は
昨
年
12
月
に
開

所
し
、
液
体
や
粉
体
洗
剤
、
一
般
化
学
製

品
の
配
合
、
製
造
を
行
っ
て
い
る
企
業
で

す
。「
㈱
ネ
オ
テ
ッ
ク
」
は
本
年
２
月
に

開
所
し
、
自
動
車
部
品
や
医
療
機
器
の
表

面
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
す
。
ま

た
、
同
工
業
団
地
の
県
道
沿
い
に
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
も
本
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
業
の
進
出
に
伴
い
、
働

く
場
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
は
、
3
月
14
日
（
月
）
に
旭
合
成
化

学
㈱
（
代
表
取
締
役 

友
田
直
樹
）
へ
「
山

北
町
企
業
等
の
立
地
促
進
に
関
す
る
条
例
」

の
適
用
決
定
通
知
の
交
付
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
こ
の
条
例
の
適
用
に
よ
り
、
一
定
期

間
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
!!

日
々
の
消
防
防
災
活
動
が
評
価
さ
れ
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
功
績
章

　
　
第
１
分
団　
分
団
長　
渡
部　
秀
明

　
　
第
14
分
団　
分
団
長　
高
橋　
清
和

　
勤
続
章
（
20
年
）

　
　
第
３
分
団　
分
団
長　
阿
部　
孝
一

消
防
庁
長
官
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
（
勤
続
25
年
、
年
齢
50
歳
以
上
）

　
　
第
１
分
団　
分
団
長　
渡
部　
秀
明

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
精
績
章

　
　
本　
　
団　
副
団
長　
佐
藤　
光
重

※
階
級
に
つ
い
て
は
表
彰
時
の
階
級
で
す

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

電
話　
75
ー
３
６
４
３

　
町
民
の
安
全
は
、
私
た
ち
が
守
り
ま
す

山
北
町
消
防
団
新
幹
部

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
山
北
町
消

防
団
。
平
成
23
年
度
の
新
幹
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
団　
長　
　
佐
野　
益
久
（
上
清
水
）

▼
副
団
長　
　
小
澤　
彰
夫
（
萩
原
下
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
光
重
（
箒
沢
）

▼
分
団
長

　
第
１
分
団　
渡
部　
秀
明
（
平
山
）

　
第
２
分
団　
瀬
戸　
　
茂
（
田
中
）

　
第
３
分
団　
阿
部　
孝
一
（
怒
杭
文
化
）

　
第
４
分
団　
鈴
木　
亮
一
（
越
地
）

　
第
５
分
団　
須
崎　
正
己
（
村
雨
）

　
第
６
分
団　
磯
崎　
俊
彦
（
平
山
）

　
第
７
分
団　
渡
辺　
喜
容
（
深
沢
）

　
第
８
分
団　
佐
藤　
英
俊
（
谷
ケ
）

　
第
９
分
団　
山
崎　
剛
志
（
透
間
）

　
第
10
分
団　
岩
本　
一
智
（
湯
触
）

　
第
11
分
団　
高
橋　
佳
信
（
山
市
場
）

　
第
12
分
団　
山
口　
徳
一
（
尾
崎
）

　
第
14
分
団　
高
橋　
清
和
（
畑
）

　
第
15
分
団　
山
口　
利
一
（
玄
倉
）

な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
分
団
長

　
第
５
分
団　
臼
井　
大
輔
（
下
本
村
）

　
第
６
分
団　
磯
崎　
昭
久
（
平
山
）

　
第
８
分
団　
池
田　
博
之
（
谷
ケ
）

　
第
９
分
団　
渡
辺　
英
知
（
谷
戸
諸
渕
）

　
第
11
分
団　
山
崎　
喜
志
博
（
神
縄
）

旭合成化学㈱

㈱ネオテック交付を受けた友田社長

【
問
合
せ
】
定
住
対
策
室
定
住
対
策
班

電
話　
75
ー
３
６
５
０
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第84号　

私
た
ち
は
、
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
、

国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
一
環
と
し

て
、新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
あ

す
ぽ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
あ
す
ぽ
」
で
は
、「
マ
マ
の
元
気
を
家
族

み
ん
な
の
元
気
に
つ
な
げ
た
い
！
」
そ
ん

な
想
い
で
有
資
格
者
の
講
師
に
よ
る
ス
タ

ジ
オ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
日
替
わ
り
で
開
催
し
て
い
て
、

お
母
さ
ん
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
最
中
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
託
児
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

を
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

月

　

骨
盤
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
体
の
内

側
か
ら
き
れ
い
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヨ
ガ 

火 

金

　

各
種
ヨ
ガ
ポ
ー
ズ
を
一
連
の
流
れ
の

中
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
よ
う
に
行
う
の

が
特
徴
的
で
す
。

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
リ
ズ
ム 

水

　

自
宅
で
で
き
る
手
軽
な
ポ
ー
ズ
の
ピ

ラ
テ
ィ
ス
と
シ
ン
プ
ル
な
動
き
を
組
み

合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
で
す
。

○
サ
ー
キ
ッ
ト
エ
ア
ロ 

木

　

ハ
イ
テ
ン
ポ
な
音
楽
に
の
っ
て
、
思

い
き
り
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ダ
ン
ベ
ル 

木

　

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
関
節
の
可
動
域
を

広
げ
、
血
液
循
環
を
促
す
こ
と
で
、
怪

我
の
予
防
や
疲
労
回
復
に
効
果
的
で
す
。

○Beauty
☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス 

金

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
ボ
ー
ル
や
専
用
バ
ン
ド

を
使
っ
て
、
引
き
締
め
た
い
部
位
を
意

識
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
の
声

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
紹
介

○
子
ど
も
を
預
け
て
運
動
が
で
き
る
機
会

は
本
当
に
貴
重
で
す
。
出
産
前
の
体
型

に
戻
る
の
が
目
標
で
す
！・

・
・
20
代
女
性

○
子
ど
も
の
人
見
知
り
が
な
く
な
り
、
親

子
と
も
に
笑
顔
が
増
え
ま
し
た
。

・
・
・
30
代
女
性

　
「
あ
す
ぽ
」
で
は
、
地
域
に
お
住
ま
い

の
子
育
て
世
代
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
日
本
一
子
育
て
し
や

す
い
地
域
」
を
目
指
し
、
今
後
も
子
ど
も

達
を
地
域
み
ん
な
で
見
守
り
、
育
て
る
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

あ
し
が
ら
総
合
型

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
あ
す
ぽ
」

サ
ー
ク
ル
名

お問い合わせは、「あすぽ」
（電話）０９０－８０１３－５５４１
HPは、http://asupo1.com

私
た
ち
は
、

　

サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
！

エクササイズの様子
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　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 1 7

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

しいたけのほだ木作り教室 【３月５日（土）】 おはなしボランティア養成講座 【３月９日（水）】

ダンベル教室「すずらん」体験教室 【２月２２日（火）】 「ストレッチヨーガ」体験教室 【２月２４日（木）】
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＊4月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊4月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

公民館サークル「スマイリーキッズ」体験教室
　子どものジャズ体操サークルです。毎週金曜日に、
低・高学年・中学生以上に分かれて、元気にレッスンし
ています。基本のストレッチ・リズムの取り方、少し難
しいステップ等も、楽しい音楽に合わせて踊ります。

日　時　4月15日（金）
　　　　18:00～19:00（小学１～３年生）
　　　　19:00～20:00（小学４～６年生）
対　象　小学生（定員２０名・保護者の見学可）
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

中華風ちまきと柏もち作り教室
～子どもの日にあわせて作ってみてはいかがですか？～
日　時　４月２８日（木）９：３０～１２：００
対　象　一般（定員２４名）
講　師　北村　園子 さん
参加費　５００円      
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～
４月の予定
　　１６日・２３日（土）１０：００～１１：３０
※５月以降の日程については中央公民館へお問い合
　わせください。

講　師　山崎　美恵子さん
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。）
参加費　無料

山北美術協会春季小品展
日　　時　４月１０日（日）～２１日（木）９：００～１７：００（ただし、２１日は１６：００まで）
場　　所　１階ロビー
お問合せ：山北美術協会　津田 昌三　℡（７４）４４０８

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

ロビー展示のお知らせ

～申し込み受付中です～

母の日のフラワーアレンジメント教室
日　時　４月２９日（金）９：３０～１１：３０
内　容　母の日にぴったりなプレゼントを作ります。
　　　　（作品は数種類の中から選べます）
対　象　一般（定員１５名）※
講　師　小河　理恵子 さん
参加費　１,０００円
持ち物　なし
※中学生以下は保護者の同伴が必要です。

中央公民館の利用について

３月１１日（金）に発生しました東日本大震災の影響により中央公民館のイベント・ご利用についてご不便をお
かけしています。誠に申し訳ありませんが、ご理解ご協力をお願いします。

イベント・教室について

※今後の地震・停電等の状況により急きょ変更・中止にな
る場合があります。
※延期のイベント等につきましては、日程が決まり次第、
広報、または町ホームページ等にてお知らせします。

○ジュニアコーラス ミニコンサート
　３月１２日（土）１４：００開演

延　期

○「ローズマリー」体験教室
　３月１６日（水）１０：００～

中　止

○春休み親子映画鑑賞会
　３月２６日（土）１０：００上映

中　止

○おはなしボランティア養成講座（２回目）
　３月１６日（水）１０：００～

中　止

○ワンダーランド 春の公演
　３月１９日（土）１５：００開演

延　期

計画停電の状況により、ご利用を制限させていただく場合があります。
詳しくは、中央公民館事務室〔 TEL（75）3131 〕までお問い合わせください。

東日本大震災による影響について
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう
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※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

4 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

10 日 山北美術協会 春季小品展
（～ 21 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 津田　昌三　　☎（74）4408

15 金 「スマイリーキッズ」
サークル体験教室 多目的ホール １８：００ 申込者 中央公民館

16 土

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

23 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

28 木 中華風ちまきと柏もち作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

29 金 母の日のフラワーアレンジメント教室 第 １ 会 議 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

5 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

7 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

●日　程・内　容
①　４月　２日（土）
　　絵本 「くんちゃんのはじめてのがっこう」ほか
   （おはなしボランティア 「クローバー」）
②　４月１６日（土）
　　絵本 「たけのこ にょきにょき」ほか
   （おはなしボランティア 「ゆめ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おやこ室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
放課後はミステリーとともに

中学・高校のお弁当

カササギたちの四季

ばんば憑き

麒麟の翼

東　川　篤　哉

上　田　淳　子

道　尾　秀　介

大　庭　英　子

宮　部　みゆき

東　野　圭　吾

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
図書館へ行こう！ 図書館クイズ ２

ぐりぐりくん

じめんのしたの小さなむし

水問題にたちむかう

まちのいぬといなかのかえる

だっこの木

国 土 社 発 行

五　味　太　郎

たしろ　ちさと 作

橋　本　淳　司

ジョン・Ｊ・ミュース 絵

宮川　ひろ 作

◆ 児 童 書

ホットケーキミックスで作る
　　　　　 ケークサレとおかずパン

※今年度から毎月第１・３土曜日に行います。
（都合により変更する場合もあります。）

　２月２４日（木）にわかば保育園・
向原保育園でおはなし会を開きま
した。図書室のおはなしボランティ
ア「ゆめ」さんがパネルシアター
や大型絵本紙芝居など楽しいおは
なしをたくさんしてくれました。

４月２３日は「こども読書の日」です !!

「友だち１００冊つくるんだ」

★第１弾・・・４月２３日（土）１４時～１４時３０分
読み聞かせサークル「プー横丁」による「ブックトーク」

　小学校低学年向けの絵本を中心とした本の紹介、「ブッ
クトーク」を行います。テーマは「図書館」です。
また、５月から並ぶ新しい本の中から特におすすめの本
を選んで紹介します。
申込不要・場所：図書室内おはなし室

★第２弾・・・４月２３日（土）～５月１２日（木）
　「春・新しいことはじめよう！」をテーマにおすすめの
本を展示します。

出前おはなし会に行ってきました！

標語

図書館では、こどもの読書週間に合わせて
ブックトークと本の展示を行います。
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で
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

山北　140mm（175mm）
三保　113mm（132mm）

山北　 4.7℃（ 4.3℃）
三保　 4.3℃（ 4.1℃）

※（　）内は平成22年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，872人
６，１47人
１２，019人

（－ 1人）
（－ 5人）
（－ 6人）

世帯数　４，２25世帯（+2世帯）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

な お

か ん な

ゆ う あ

ひ な

城　山　長谷川　和　桜（女）　篤　・淳　子

宮　地　鈴　木　寛　奈（女）修　司・紀　子

　宿　　坂　口　柚　空（女）美　雪

村　雨　森　田　陽　菜（女）和　志・陽　子

※今回の掲載分は、平成２３年２月１６日から平成２３年３月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　杉　本　美惠子（女）９０歳　本　人
　〃　　　關　　　庄　治（男）７６歳　　〃　
萩原下　　磯　﨑　マツヱ（女）９３歳　　〃　
鶴　野　　田　渕　秀　次（男）８９歳　　〃　
上清水　　村　越　良　雄（男）６２歳　　〃　
中下清水　　磯　﨑　君　代（女）９４歳　　〃　
宮　地　　鳥　海　隆　治（男）１０１歳　　〃　
班　目　　山　本　竹　治（男）９１歳　　〃　
湯　坂　　芦　澤　成　夫（男）８４歳　　〃　
川西平山　　小　栗　聖　行（男）６３歳　　〃　
　畑　　　瀨　戸　フ　ミ（女）９７歳　　〃　
平　山　　渡　邉　マサ子（女）７８歳　貞　義
南　原　　杉　本　眞理子（女）７１歳　善　𠮷
湯　坂　　島　内　征矢子（女）７１歳　修　一
下本村　　岩　田　の　ぶ（女）９７歳　和　男
　〃　　　瀬　戸　トヨ子（女）６９歳　正　三
湯　触　　山　崎　信　子（女）９１歳　邦　良

手
話
出
来
て
妻
と
ほ
ほ
え
む
春
の
宵
　
　
　
石
　
田
　
公
　
夫

（
評
）
御
主
人
か
奥
様
ど
ち
ら
か
が
、
手
話
を
教
わ
っ
て
の
帰

宅
後
、
覚
え
た
て
の
手
話
を
教
え
て
い
る
処
で
し
ょ
う
。
繰
り

返
し
、
手
話
を
し
て
い
る
御
夫
婦
。
そ
の
何
回
目
か
に
、
や
っ

と
同
じ
動
き
が
出
来
た
喜
び
を
素
直
に
詠
ま
れ
た
。
ほ
ほ
え
ま

し
い
景
。
春
の
宵
の
季
語
が
御
夫
婦
の
お
人
柄
を
よ
く
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
山
妙
子
　
記
）

遠お
ち
こ
ち近
の
岩
打
つ
波
や
弥
生
旅
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
秋
　
月

春
の
空
病
自
慢
の
宴
か
な
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
川
　
楊
　
雨

枕
辺
に
旅
の
案
内
春
の
風
邪
　
　
　
　
　
　
内
　
田
　
湘
　
生

雛
の
前
春
香
綾
香
よ
す
こ
や
か
に
　
　
　
　
瀬
　
戸
　
余
音
子

我
が
車
ベ
ン
ツ
か
と
問
う
児
春
隣
　
　
　
　
関
　
　
　
幸
　
子

若
い
日
の
心
を
射
抜
く
春
電
話
　
　
　
　
　
尾
　
崎
　
重
　
司

車
座
の
校
歌
楽
し
や
浅
き
春
　
　
　
　
　
　
瀬
　
戸
　
恵
津
子

春
寒
の
雑
音
入
り
し
雲
走
る
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
誠
　
次

手
に
載
せ
る
マ
ー
ブ
ル
チ
ョ
コ
や
春
の
雪
　
古
　
瀬
　
房
　
江

遠
山
の
幾
何
学
模
様
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
小
　
塚
　
英
　
子

踊
り
場
の
点
字
を
な
ぞ
る
浅
き
春
　
　
　
　
石
　
田
　
加
津
子

お
取
り
寄
せ
出
来
る
生た
つ
き活
や
木
の
芽
時
　
　
和
　
田
　
恵
美
子

嬰み
ど
り
ご児
の
や
わ
ら
か
き
指
黄
水
仙
　
　
　
　
　
髙
　
瀬
　
益
　
子

寒
の
月
気
合
い
を
か
け
て
立
つ
厨
　
　
　
　
露
　
木
　
一
　
江

展
示
室
の
奥
の
坪
庭
し
ず
り
雪
　
　
　
　
　
竹
　
下
　
由
里
子

白
波
の
あ
が
る
島
道
豆
の
花
　
　
　
　
　
　
坂
　
谷
　
芳
　
嘉

春
近
し
天
に
向
い
て
木
は
タ
ク
ト
　
　
　
　
武
　
尾
　
て
る
子

イ
ヤ
リ
ン
グ
光
ら
せ
婆
の
大
マ
ス
ク
　
　
　
池
　
田
　
良
　
子

梅
見
茶
屋
増
発
バ
ス
の
案
内
人
　
　
　
　
　
小
　
林
　
奈
美
子

春
め
く
や
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
の
猿
の
芸
　
　
　
尾
　
崎
　
幸
　
子

あ
さ
り
汁
身
の
起
き
伏
し
に
師
の
一
書
　
　
中
　
山
　
妙
　
子

広報やまきた　平成23年4月号　No.67419



広
報
や
ま
き
た
 平
成
23年

4月
号
 N
o.674 

編
集
発
行
    山

北
町
 
企
画
財
政
課

山
北
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://
w
w
w
.to
w
n
.y
a
m
a
k
ita
.k
a
n
a
g
a
w
a
.jp

〒
258-0195 神

奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
山
北
1301-4  TEL.0465-75-1122（

代
表
）

　２月１日に２０１０年 観光写真コンクールの審査が行
われ、応募者７３名、応募作品２１６点の中より、１６
点の入賞作品が決定しました。入賞作品は町の観光やＰ
Ｒに広く活用されます。

２０１０年 観光写真コンクール入賞作品（敬称略）２０１０年 観光写真コンクール入賞作品（敬称略）

やまきたの魅力をパシャやまきたの魅力をパシャ！！！！
２０１０年 観光写真コンクール入賞作品（敬称略）

やまきたの魅力をパシャ！！

【山北の滝賞】
名水の里　　　　　鈴木要（山北町）

【入選】
夜桜咲くホームへ　岡本芳隆（横須賀市）
春の小川　　　　　青木房雄（秦野市）
獅子とヒョットコ　鈴木要（山北町）
錦秋の秋　　　　　小澤倶治（小田原市）
雪帽子　　　　　　中村好幸（秦野市）

【丹沢湖賞】
燃える秋　　　　　　武智是朗（小田原市）

【佳作】
秋深まる丹沢湖周辺　大庭静雄（小田原市）
カヌーマラソンの日　小澤宏（小田原市）
青いフウセン　　　　古谷忠昭（開成町）
満開の山北桜まつり　岸村朝弘（秦野市）
宮入り　　　　　　　平野史子（大井町）

【推薦】夕景　小崎敬司（二宮町）

【特選】せいぞろい　杉村雄二（山北町）【特選】継ぐ武者　斉藤啓裕（松田町） 【特選】西丹沢の渓流と紅葉
　　　　　　原島芳明（横浜市）

丹沢の山々今月の表紙
　今月号の表紙は、３月６日、残雪の残る塔ヶ岳山頂より朝９時頃撮影し
ました。塔ヶ岳は秦野市、清川村、山北町の境にあり、頂上は展望も良
く、雄大な丹沢の山々を見渡すことができます。表紙には丹沢の山々の
中でも町内の山である蛭ヶ岳、檜洞丸、丹沢山を写真に収めました。


